






1.ハイリスク児の発達評価 

低出生体重児など,ハイリスク児をフォローしていくうえで,発達評価や知的能力の評価は

欠かせない。それは,CP(脳性麻痺)や MR(精神遅滞)の早期発見・早期療育を行うためにも,

また最近指摘されている注意欠陥障害(ADD)や学習障害(LD)の発見・指導にも有力な情報を

与える。 

とくに,ハイリスク児の長期追跡研究で最近問題になってきているのは,知的には正常であ

りながら,学習不振がみられる例である(斎藤・水山,1972;原,1990)。これらの児は幼児期

にはことばの遅れと多動傾向,落ち着きのなさなどがみられ,就学すると学習障害が明らか

になってくる。心理的発達の評価においても,このような点をふまえて,詳しくみていく必

要があるといえる。 


